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「
點
化
の
妙
」

―
―
大
窪
詩
佛
に
お
け
る
古
句
受
容
の
展
開
―
―

山
　
口
　
　
　
旬

一
　
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
最
高
の
流
行
詩
人
大
窪
詩
佛
の
第
一
詩
集
は
寛
政
五
年
（
一
七
九

三
）
刊
の
『
卜
居
集
』
で
あ
る
。
新
鋭
詩
人
と
し
て
の
輝
か
し
い
出
発
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
詩
集
に
対
す
る
詩
佛
の
自
己
評
価
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
六
年
後

の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
詩
聖
堂
詩
話
』（
第
六
話
）

に
は
『
卜
居
集
』
に
関
し
て
、「
人
の
勧
め
に
因
て
梓
に
上
す
。
今
に
至
て
臍

を
噬
め
ど
も
及
ば
ず
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。『
卜
居
集
』
の
出
版
を
後
悔
し
て

い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
『
詩
聖
堂
詩
話
』
発
言
と
同
時
期
の
詩
佛

の
詩
は
ど
の
よ
う
な
詩
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
年
後
の
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
刊
の
『
詩
聖
堂
百
絶
』
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
詩
集
は

『
詩
聖
堂
詩
話
』
の
発
言
の
時
点
で
の
詩
論
・
詩
の
技
倆
を
具
体
化
さ
せ
た
作

品
集
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
的
に
近
い
だ
け
で
は
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
作

品
自
体
も
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
同
じ
意
識
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ

（
（
（

る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、「
山
本
汎
居
緑
陰
茶
寮
庭
前
有
紅

梅
一
樹
比
已
結
實
葉
間
更
發
両
三
點
白
花
（
山
本
汎
居
が
緑
陰
茶
寮
の
庭
前
に

紅
梅
一
樹
有
り
。
已
に
実
を
結
ぶ
比
ろ
ほ
ひ
、
葉
間
、
更
に
両
三
点
の
白
花
を

発
く
。）」
の
詩
は
『
詩
聖
堂
百
絶
』
（9
詩
と
『
詩
聖
堂
詩
話
』
2（
話
の
双
方
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
百
絶
』
の
詩
題
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
師
匠
山
本
北

山
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
『
詩
話
』
に
は
載
せ
て
い
る
。
詩
論
と
実
作
が
必
ず
し

も
併
行
的
に
進
行
す
る
わ
け
で
な
い
に
し
て
も
、
第
一
詩
集
『
卜
居
集
』
と
第

二
詩
集
『
詩
聖
堂
百
絶
』
を
比
較
す
る
こ
と
で
詩
佛
の
後
悔
の
理
由
、
詩
に
対

す
る
評
価
、
詩
風
や
技
倆
の
変
化
を
探
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

大
窪
詩
佛
が
自
身
の
詩
風
を
完
成
し
て
い
く
中
で
、
自
身
が
言
う
よ
う
に
第

一
詩
集
『
卜
居
集
』
か
ら
第
二
詩
集
『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
か
け
て
実
際
に
詩
風

の
変
化
は
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
古
句
の
受
容
と
い
う
具
体
的
な
表
現

に
お
い
て
差
異
の
有
無
が
指
摘
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
し
ぼ
っ
て
、
二
つ
の

詩
集
の
表
現
を
比
較
検
討
し
て
い
く
。
こ
こ
で
い
う
古
句
受
容
と
は
い
わ
ゆ
る

故
事
典
拠
の
こ
と
で
は
な
く
、
過
去
の
詩
の
表
現
を
自
詩
に
利
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。
漢
詩
は
既
に
あ
る
詩
語
を
用
い
て
作
る
の
が
基
本
な
の
で
、
古
句
の
受

容
自
体
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
受
容
の
方
法
、
ど
の
よ
う
に
古

人
の
句
を
取
り
入
れ
る
か
と
い
う
の
が
詩
佛
周
辺
で
も
一
つ
の
問
題
に
な
っ
て

い
た
。『
詩
聖
堂
詩
話
』
曰
く
「
點
化
の
妙
」
で
あ
る
。
點
化
は
古
人
の
詩
句

を
改
め
て
新
機
軸
を
出
す
意
の
語
だ
。
具
体
的
に
示
す
と
、
晩
唐
の
詩
人
韓
偓
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の
「
懶
起
」
の
詩
に
「
昨
夜
三
更
雨
、
今
朝
一
陣
寒
」
の
対
が
あ
る
が
、
こ
の

古
句
を
受
容
し
た
対
に
「
寒
窓
昨
夜
三
更
雨
、
溪
水
今
朝
一
尺
肥
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
信
州
中
野
の
柏
木
如
亭
の
詩
社
「
晩
晴
吟
社
」
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
晩

晴
吟
社
詩
』
の
一
編
「
山
家
」
2
詩
で
あ
り
、
作
者
は
、
如
亭
の
門
人
で
藤
義

敦
自
厚
な
る
人
物
で
あ
る
。『
晩
晴
吟
社
詩
』
は
前
述
の
『
詩
聖
堂
百
絶
』
と

同
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
大
窪
詩
佛
の
詩
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

詩
に
は
「
韓
偓
の
三
更
聯
・
石
湖
の
三
寸
対
、
皆
な
却
て
圧
倒
す
」
と
や
や
過

褒
ぎ
み
の
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。
石
湖
の
聯
と
は
南
宋
の
范
成
大
の
「
昨
夜
榕

溪
三
寸
雨
、
今
朝
桂
嶺
十
分
寒
」
で
あ
り
、
こ
の
受
容
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い

る
。「
山
家
」
詩
が
両
者
を
取
り
入
れ
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
詩
佛
の
評
価
は
結
果
と
し
て
両
者
を
圧
倒
し
て
い
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
の
評
価
の
当
否
は
と
も
か
く
古
句
の
受
容
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う

に
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
意
識
的
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
詩
佛
の
詩
風
が
「
點
化
の
妙
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
変
化
し
た
と
し
て
も
そ
の
変
化
は
当
時
の
詩
壇
の
変
化
、
流
派
の
変
化
、

個
人
の
変
化
と
い
ず
れ
に
属
す
の
か
、
が
あ
る
。
当
時
は
江
戸
詩
壇
全
体
が
古

文
辞
格
調
派
か
ら
清
新
性
霊
派
へ
と
い
う
旧
詩
風
か
ら
新
詩
風
へ
の
転
換
期
で

あ
り
、
詩
佛
は
そ
の
新
詩
風
の
寵
児
で
あ
り
旗
手
を
自
認
し
て
い
た
。『
詩
聖

堂
詩
話
』
四
十
三
話
に
見
る
、
詩
佛
と
如
亭
が
詩
社
結
成
時
に
「
痛
く
世
の
李

王
を
為
す
者
（
古
文
辞
格
調
派
の
詩
人
）
を
斥
」
け
た
と
こ
ろ
「
格
調
の
徒
、

猪
の
ご
と
く
怒
り
、
虎
の
ご
と
く
視
て
、
議
論

と
し
て
止
ま
」
な
か
っ
た

と
い
う
。
や
や
誇
張
に
過
ぎ
る
表
現
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
詩
佛
の
急
進
的
な

主
張
に
対
す
る
保
守
派
の
反
応
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
詩
佛
『
卜
居
集
』
2（
詩

に
江
戸
の
詩
風
は
だ
い
た
い
新
詩
風
に
移
っ
た
と
い
う
勝
利
宣
言
の
よ
う
な
詩

が
あ
る
。
海
君
玉
を
送
る
詩
に
当
時
江
戸
を
離
れ
て
い
た
盟
友
菊
池
五
山
へ
の

言
付
け
を
加
え
た
詩
で
あ
る
。「
一
言
唯
為
池
生
道 

都
下
詩
風
大
半
移
。（
一

言　

唯
だ
池
生
が
為
に
道
へ 

都
下
の
詩
風 

大
半
移
る
と
）」
の
二
句
で
あ
る
。

中
野
素
堂
の
評
に
は
「
其
所
自
任
可
想
。（
其
の
自
任
す
る
所
、
想
ふ
べ
し
。）」

と
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
動
き
の
中
で
あ
る
詩
人
の
詩
風
の
変
化
が
個
人
に

帰
す
も
の
な
の
か
、
流
派
に
帰
す
も
の
な
の
か
と
い
う
視
点
も
念
頭
に
入
れ
て

お
き
た
い
。
そ
し
て
更
に
、
詩
人
個
人
の
変
化
・
動
き
の
中
に
は
流
派
論
詩
風

の
変
化
と
と
も
に
、
そ
れ
と
は
無
関
係
な
詩
人
の
技
倆
の
変
化
（
主
に
上
達
で

あ
ろ
う
）
が
あ
る
点
も
あ
る
。
時
代
の
変
化
と
個
人
の
変
化
は
同
時
に
起
き
て

い
て
、
詩
壇
全
体
が
詩
風
の
変
化
を
続
け
る
中
で
、
詩
人
個
人
の
詩
風
も
ま
た

固
定
的
な
点
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
上
に
表
現
者
と
し
て
の

熟
達
の
段
階
も
様
々
な
の
で
あ
る
。

　

一
読
し
て
漠
然
と
違
う
読
後
感
を
持
つ
『
卜
居
集
』
と
『
詩
聖
堂
百
絶
』
だ

が
、
そ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
以
下
、
そ
れ
を
全
く
詩
の
表
現
の
上

か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。
両
詩
集
に
お
け
る
詩
佛
の
詩

の
表
現
の
変
遷
と
意
味
を
そ
の
作
品
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
。

二
　『
卜
居
集
』
の
習
作
性

　

最
初
に
詩
佛
が
否
定
的
だ
っ
た
『
卜
居
集
』
の
古
句
の
受
容
の
中
か
ら
、
ほ

ぼ
原
詩
の
形
・
意
義
の
ま
ま
の
も
の
を
列
挙
し
て
み
る
。

　

七
言
句
で
は
、「
村
家
」
2
詩
の
「
八
旬
猶
健
白
頭
翁
（
八
旬 

猶
ほ
健
な

り 

白
頭
翁
）」
は
『
聯
珠
詩
格
』
の
向
雪
湖
「
田
家
」
の
「
老
翁
八
十
猶
強
健
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（
老
翁
八
十 

猶
ほ
強
健
）」、「
山
居
」
92
詩
の
「
閑
中
事
業
君
知
否
（
閑
中
の

事
業 
君 
知
る
や
否
や
）」
は
陸
游
「
舟
中
遣
懐
」
の
句
と
同
一
、「
冬
夜
」
56

詩
の
「
冷
魂
一
夜
遶
孤
山
（
冷
魂
一
夜 

孤
山
を
遶
る
）」
は
、『
聯
珠
詩
格
』

周
南
峰
「
梅
」
の
「
夢
随
烟
雨
繞
孤
山
（
夢
は
烟
雨
に
随
て 

孤
山
を
繞
る
）」

か
ら
。
三
字
句
や
四
字
句
で
は
、「
山
居
」
97
詩
「
丘
壑
興
如
波
底
月
（
丘
壑

の
興
は
波
底
の
月
の
如
し
）」
の
「
波
底
月
」
は
楊
誠
齋
「
中
秋
與
諸
子
果
飲
」

の
「
酒
入
銀
河
波
底
月
（
酒
は
入
る 

銀
河 

波
底
の
月
）」、「
回
望
恵
山
」
の

「
簸
弄
太
湖
波
底
月
（
簸
は
弄
す 
太
湖 

波
底
の
月
）」
な
ど
。「
送
小
野
崎
尚

甫
之
大
坂
（
小
野
崎
尚
甫
の
大
坂
に
之
く
を
送
る
。）」
43
詩
に
は
「
懸
崖
破
棧

従
鞍
馬
（
懸
崖
破
棧 

鞍
馬
に
従
せ
）」
の
「
懸
崖
破
棧
」
は
范
成
大
の
「
懸
崖

破
棧
不
可
玩
（
懸
崖 

破
棧 

玩あ
な
ど

る
べ
か
ら
ず
）」、
同
じ
詩
の
「
行
過
長
亭
與

短
亭
（
行
き
過
ぐ 

長
亭
と
短
亭
と
）」
に
は
、
李
白
「
何
れ
の
處
か
是
れ
帰

程 

長
亭 

更
に
短
亭
」
な
ど
。
菅
茶
山
に
も
「
長
亭
は
楊
柳 

短
亭
は
花
」
の

句
が
あ
る
。
さ
ら
に
同
詩
の
「
稲
花
吐
雪
雨
痕
馨
（
稲
花 
雪
を
吐
て 

雨
痕
馨

し
）」
に
は
范
成
大
の
「
江
頭 

一
尺 

稲
花
の
雨
」
の
類
句
が
あ
る
。「
山
居
」

106
詩
「
吾
是
常
南
一
布
衫
（
吾
は
是
れ
常
南
の
一
布
衫
）」
の
「
一
布
衫
」
は

楊
誠
齋
「
出
眞
陽
峡
十
首
園
其
一
」
の
「
知
我
猶
蔵
一
布
衫
（
知
る 
我
れ
猶

ほ
一
布
衫
を
蔵
す
る
を
）」
の
語
彙
。「
偶
成
」
113
詩
「
閑
身
又
是
比
僧
忙
（
閑

身 

又
是
れ
僧
に
比
す
れ
ば
忙
な
り
）」
は
、
僧
侶
に
比
較
す
れ
ば
閑
と
は
言
え

な
い
と
い
う
類
想
句
「
若
比
老
僧
雲
未
閑
（
若
し
老
僧
に
比
す
れ
ば 

雲 

未
だ

閑
な
ら
ず
）」（
山
中
僧
・
天
隨
子
）
が
あ
る
。
原
詩
は
『
連
珠
詩
格
』
と
更
に

『
訳
注
連
珠
詩
格
』（
詩
仏
の
盟
友
柏
木
如
亭
著
）
に
も
取
ら
れ
て
い
る
詩
だ
。

　

対
句
に
関
し
て
も
原
詩
そ
の
ま
ま
の
受
容
が
見
ら
れ
る
。「
山
居
」
9（
詩

「
笋
鞋
藤
杖
渉
潺
湲
（
笋
鞋 

藤
杖 

潺
湲
を
渉
る
）」
の
「
笋
鞋
藤
杖
」
は
唐
・

張
籍
の
「
題
李
山
人
幽
居
」
に
「
画
苔
藤
杖
細 

踏
石
笋
鞋
輕
（
苔
を
画
く 

藤

杖 

細
く 

石
を
踏
む 

笋
鞋 

輕
し
）」
の
対
句
を
句
中
対
に
変
形
し
て
用
い
た

も
の
で
あ
る
。「
山
居
」
99
詩
「
貧
去
唯
慙
添
酒
債 

病
来
不
管
少
詩
名
（
貧
し

去
て 

唯
だ
慙
づ 

酒
債
を
添
ふ
る
こ
と
を 

病
来 

管
せ
ず 

詩
名
を
少
く
を
）」

の
詩
名
と
酒
債
の
対
は
「
酒
債
應
多
處 

詩
名
自
一
家
（
酒
債 

應
に
多
き

處 

詩
名 

自
ら
一
家
）」（
明
・
高
啓
「
臨
頓
裏
十
首
其
五
」
な
ど
既
に
例
が
い

く
つ
か
あ
る
。「
宮
怨
」
109
詩
「
莫
論
春
緑
早
兼
遲 

一
得
秋
霜
孰
不
萎 

長
信

宮
中
啼
月
夕 

昭
陽
殿
裡
舞
花
時
（
論
ず
る
こ
と
莫
か
れ 

春
緑
の
早
と
遲

と 

一
た
び
秋
霜
を
得
ば 

孰
か
萎
ま
ざ
ら
ん 

長
信
宮
中 

月
に
啼
く
の
夕 

昭

陽
殿
裡 

花
に
舞
ふ
の
時
）」
は
、
格
調
派
の
奉
じ
た
盛
唐
の
王
昌
齡
「
長
信
秋

詞
五
首 

其
五
」「
長
信
宮
中
秋
月
明 

昭
陽
殿
下
搗
衣
聲 

白
露
堂
中
細
草

迹 

紅
羅
帳
裏
不
勝
情
（
長
信
宮
中 

秋
月 

明
ら
か
に 

昭
陽
殿
下 

搗
衣
の

聲 

白
露
堂
中 

細
草
の
迹 

紅
羅
帳
裏 

情
に
勝
え
ず
）」
と
、
対
句
と
草
の
詩

想
を
共
通
し
、
全
面
的
に
こ
の
詩
の
影
響
下
に
あ
る
。
ま
た
、「
宮
怨
」
の
詩

題
や
「
秋
霜
」
の
比
喩
な
ど
も
唐
詩
の
世
界
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
卜
居
集
』
に
は
古
句
を
そ
の
ま
ま
或
い
は
小
変
更
を
加
え

た
だ
け
で
自
詩
に
取
り
込
ん
で
い
く
手
法
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
手

法
は
詩
の
表
現
法
の
学
習
段
階
の
位
相
で
、
初
心
の
行
う
素
朴
な
レ
ベ
ル
で
あ

る
。
言
葉
を
利
用
す
る
だ
け
で
あ
り
、
原
詩
と
比
べ
て
新
機
軸
は
な
い
。
そ
し

て
、
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
そ
の
原
詩
は
『
聯
珠
詩
格
』
や
南
宋
三
大
家
の
も
の

な
ど
比
較
的
狭
い
範
囲
で
あ
り
、
当
時
の
詩
佛
の
学
詩
の
範
囲
を
想
像
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
句
の
よ
う
な
部
分
的
な
問
題
で
は
な
い
が
、
連
作
と
い
う
手
法
に
も
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古
人
の
ア
イ
デ
ア
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
い
く
つ
か
の
連
作
が
あ
る
。「
山
荘

十
首
」、「
山
居
三
十
首
」、「
田
家
二
首
」、「
村
居
四
時
田
園
雑
興
十
九
首
」
で

あ
る
。

　

第
一
句
が
全
て
「
我
愛
山
荘
好
（
我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す
）」
で
始
ま
る

「
山
荘
十
首
」
の
連
作
は
、
楊
誠
齋
「
和
羅
巨
済
山
居
十
詠
」
の
同
じ
く
五
律

十
首
の
連
作
が
あ
る
。
ま
た
、
宋
・
方
秋
崖
に
「
山
居
二
首
」
の
五
律
が
あ
る
。

二
作
品
と
も
こ
の
連
作
と
同
じ
よ
う
に
「
我
愛
山
居
好
」
で
始
ま
る
。
さ
ら
に

宋
・
真
山
民
に
も
「
我
愛
山
中
～
」
で
始
ま
る
四
首
の
連
作
「
山
中
雲
」「
山

中
月
」「
山
中
梅
」「
山
中
松
」
が
あ
る
。
こ
の
「
山
荘
」
の
連
作
の
ア
イ
デ
ア

は
更
に
「
山
居
三
十
首
」
に
拡
大
発
展
す
る
。
平
声
三
十
韻
を
全
て
用
い
た
意

欲
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
習
作
的
作
品
で
も
あ
る
。

　
「
田
家
二
首
」
107
詩
は
小
品
だ
が
、
范
成
大
の
「
四
時
田
園
雑
興
」・『
聯
珠

詩
格
』「
田
家
」
か
ら
の
直
接
的
影
響
が
見
ら
れ
る
。「
吉
日
」、
ま
た
「
�
車
」

は
陸
游
「
春
日
小
園
雜
賦
」
に
あ
る
語
だ
。
そ
の
二
首
め
「
田
家
二
首
そ
の

2
」
108
「
戸
々
桒
蚕
方
已
熟 

繰
湯
湧
兮
上
�
車 

數
端
素
絹
都
充
税 

纔
為
児

孫
長
丈
餘
（
戸
々
の
桑
蚕 

方
に
已
に
熟
す 

繰
湯 

雪
を
湧
し
て 
�
車
に
上

す 

數
端
の
素
絹 

都
て
税
に
充
つ 

纔
に
児
孫
の
為
め
に
丈
餘
を
長
う
す
）」
は

「
四
時
田
園
雜
興 

夏
日
」
の
十
二
首
（
南
宋
・
范
成
大
）
の
四
首
目
「
百
沸
繰

湯
雪
涌
波 

繰
車
�
�
雨
鳴
蓑
（
百
沸
の
繰
湯 

雪 

波
に
涌
き 

繰
車 

�
�
と

し
て 

雨 

蓑
に
鳴
る
）」
と
五
首
目
の
「
小
婦
連
宵
上
絹
機 

大
耆
催
税
急
於

飛 

今
年
幸
甚
蠶
桑
熟 

留
得
黄
絲
織
夏
衣
（
小
婦 

連
宵 

絹
機
に
上
り 

大

耆 

税
を
催
す
こ
と 

飛
ぶ
よ
り
も
急
な
り 

今
年 

幸
甚
に
蠶
桑 

熟
す 

黄
絲
を

留
め
得
て
夏
衣
を
織
る
）」
の
世
界
を
詩
句
を
換
え
な
が
ら
敷
衍
し
て
い
る
。

「
村
居
四
時
雜
題
十
九
首
」
117
詩
も
詩
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
四
時
田
園
雑
興

の
影
響
下
に
あ
る
連
作
で
あ
る
。
全
体
の
詩
の
数
は
原
詩
よ
り
少
な
い
が
四
季

の
分
類
は
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
卜
居
集
』
に
は
全
体
に
素
朴
な
習
作
性
が
強
く
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
中
に
は
そ
の
域
を
脱
し
て
、
評
者
の
中
野
素
堂
が
激
賞
し
て
い
る
二

首
が
あ
る
。
次
の
二
首
で
あ
る
。

　
「
偶
成
」
24
詩
「
間
追
暖
日
向
南
廊 

廢
却
鴨
爐
兼
鹿
床 

為
是
梅
花
無
數

發 

浄
窓
半
月
不
焚
香
（
間
に
暖
日
を
追
て
南
廊
に
向
ふ 

廢
却
す 

鴨
爐
と
鹿

床
と 

是
れ
梅
花
無
數
の
發
く
が
為
に 

浄
窓 

半
月 

香
を
焚
か
ず
）」
の
結
句

は
楊
誠
齋
の
「
南
齋
前
の
梅
花
」、「
兩
樹
相
挨
前
後
發 

老
夫
一
月
不
燒
香

（
兩
樹
、
相
挨
て
前
後
に
發
き
、
老
夫
、
一
月
、
香
を
燒
か
ず
）」
の
句
の
受
容

で
あ
る
。
し
か
し
、
評
で
は
「
知
ら
ざ
る
者
は
或
は
此
を
以
て
之
を
襲
ふ
と
為

さ
ん
。
盖
し
、
天
民
、
偶
ま
記
せ
ず
し
て
、
暗
合
す
る
者
な
り
。」
と
い
う
。

そ
し
て
、
誠
齋
の
句
は
二
本
の
梅
が
相
前
後
し
て
咲
く
か
ら
「
一
月
」
と
い
い
、

詩
佛
の
詩
は
一
本
の
梅
だ
か
ら
「
半
月
」
な
の
だ
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫

を
見
る
べ
き
だ
と
い
う
。『
卜
居
集
』
の
時
点
に
お
い
て
「
浄
窓
半
月
不
焚
香
」

は
詩
佛
の
得
意
の
句
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
に
前
述
の
素
朴
な
古
句
受
容
よ
り

意
味
内
容
に
あ
わ
せ
た
工
夫
が
な
さ
れ
た
変
更
と
い
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、「
山
荘
」
32
詩
の
対
で
、「
小
溪
三
寸
雨 

老
屋
半
間
雲
（
小

溪 
三
寸
の
雨 

老
屋 

半
間
の
雲
）」
で
あ
る
。「
小
溪
三
寸
雨
」
は
、
范
成
大

の
「
送
周
直
大
教
授
帰
永
嘉
」
七
律
の
第
三
句
「
昨
夜
榕
溪
三
寸
雨
」
を
受
容

し
た
も
の
だ
が
、「
巧
み
、
小
の
一
字
に
在
り
」
と
い
う
。
単
に
「
三
寸
雨
」

と
数
字
を
い
う
だ
け
で
な
く
「
小
溪
」
の
水
位
が
「
三
寸
」
増
す
「
雨
」
で
あ
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る
と
字
が
響
き
あ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
老
屋
半
間
雲
」
も

『
聯
珠
詩
格
』、『
訳
註
聯
珠
詩
格
』
55
「
日
暮
白
雲
棲
半
間
（
日
暮 

白
雲 

半

間
に
棲
む
）」
56
「
老
僧
半
間
雲
半
間
（
老
僧
半
間 

雲
半
間
）」
な
ど
に
よ
る
。

原
詩
の
表
現
を
よ
り
精
密
に
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
卜
居
集
』
に
お
け
る
古
句
の
使
用
は
語
彙
そ
の
も
の
や
句
の

作
り
連
作
の
手
法
な
ど
習
作
的
な
面
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
古
句
の

原
詩
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
変
え
た
使
用
を
し
た
例
が
詩
佛
得
意
の
句
と
し
て
あ

り
、
ま
た
評
者
に
も
高
い
評
価
を
受
け
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
点
に
お
け
る

古
句
受
容
の
段
階
で
あ
っ
た
。

三
　『
詩
聖
堂
詩
話
』
の
「
辞
に
主
有
り
」
説

　

詩
話
中
に
引
用
さ
れ
る
具
体
的
な
作
品
を
検
討
す
る
前
に
詩
佛
自
身
が
古
句

の
用
い
方
に
直
接
言
及
し
て
い
る
部
分
を
見
よ
う
。『
詩
聖
堂
詩
話
』
三
十
話

で
あ
る
。「
疎
影
暗
香
の
字
の
如
き
、
一
た
び
林
君
復
の
手
に
落
ち
て
、
千
載
、

梅
を
詠
ず
る
者
、
復
た
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
れ
辞
に
主
有
り
と
謂
ふ
」

と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
大
胆
な
説
で
あ
る
。
梅
に
関
す
る
名
対

の
中
の
名
対
と
し
て
名
高
い
宋
・
林
逋
の
「
山
園
小
梅
」
の
「
疎
影
横
斜
水
清

淺
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
は
非
常
に
多
く
の
梅
の
詩
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い

て
、
疎
影
・
横
斜
・
清
淺
・
暗
香
・
浮
動
・
黄
昏
な
ど
と
二
字
に
分
解
し
て
も

そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
に
梅
を
に
お
わ
す
縁
語
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
を
使

わ
な
い
で
梅
の
詩
を
作
る
の
が
難
し
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
て
、
既
に
夥
し
い
数

の
詩
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
実
際
の
場
で
詩
佛
は
、「
疎
影

暗
香
」
は
作
者
林
逋
の
も
の
で
、
そ
う
し
た
語
を
梅
の
詩
に
は
用
い
て
は
い
け

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
詩
語
の
使
い
方
を
全
面
的
に
批
判
し
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
屈
は
詩
佛
独
自
の
主
張
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
当
時
の
格

調
派
と
清
新
派
の
違
い
と
い
う
の
と
も
一
致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
師
匠
山

本
北
山
が
そ
の
著
『
作
詩
志
彀
』
に
お
い
て
唐
詩
の
模
擬
剽
窃
の
具
体
例
を
載

せ
て
激
し
く
攻
撃
し
た
の
を
思
わ
せ
る
急
進
的
な
主
張
で
あ
る
。
林
逋
の
場
合

は
宋
詩
で
あ
る
が
、
同
じ
く
模
擬
剽
窃
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
詩

に
使
用
す
る
詩
語
は
全
て
古
典
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
北
山
は
単
純

に
そ
の
詩
語
使
用
だ
け
を
も
っ
て
批
判
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
使
い
方
の
拙

劣
な
の
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
が
、
詩
佛
は
そ
の
語
自
体
が
詩
人
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
に
属
す
る
も
の
と
し
て
使
用
自
体
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

『
卜
居
集
』
で
は
原
詩
の
ま
ま
の
古
句
受
容
は
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら

こ
れ
は
自
己
批
判
で
も
あ
る
。

　

で
は
、
以
下
に
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
古
句
受
容
に
触
れ
た
部
分
を
見
る
。

ま
ず
そ
れ
は
第
四
話
に
あ
る
。
寛
政
七
年
、
伊
勢
の
一
乗
山
寺
の
出
来
事
で
あ

る
。
そ
の
概
要
は
、「
朋
友
中
野
素
堂
と
寺
内
を
散
策
し
て
い
る
と
き
の
こ
と
、

素
堂
が
、「
院
静
似
無
僧
（
院 

静
に
し
て
僧
無
き
に
似
た
り
）」
と
吟
じ
る
と
、

詩
佛
が
、「
門
開
如
有
客
（
門 

開
て
客
有
る
が
如
し
）」
と
和
し
た
。
素
堂
は

詩
佛
の
句
を
誉
め
て
、「
夜
深
く
雨
有
る
の
對
に
勝
れ
る
や
遠
し
」
と
。
自
分

で
も
ひ
そ
か
に
僧
院
荘
厳
の
象
を
描
き
得
た
と
思
っ
た
。」
で
あ
る
。
こ
こ
で

素
堂
が
吟
じ
た
の
は
、
宋
・
潘
閬
「
夏
日
宿
西
禪
院
」
の
「
夜
涼
如
有
雨 

院

静
若
無
僧
（
夜 

涼
に
し
て 

雨
有
る
が
如
く 

院 

静
か
に
し
て 

僧
無
き
が
若

し
）」
の
対
句
中
の
一
句
で
あ
る
。
既
に
対
句
と
し
て
作
ら
れ
た
句
で
あ
る
が

原
詩
の
対
よ
り
も
詩
佛
の
即
吟
の
対
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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門
の
開
閉
か
ら
客
の
有
無
を
想
像
す
る
点
が
夜
の
深
さ
（
原
詩
は
正
確
に
は
深

で
は
な
く
涼
）
か
ら
雨
を
想
像
す
る
常
識
よ
り
も
飛
躍
が
あ
っ
て
面
白
い
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
詩
聖
堂
詩
話
』
中
で
詩
佛
と
同
じ
江
湖
詩
社
の
詩
人
小
島
梅
外
の

句
を
古
句
受
容
に
関
し
て
絶
賛
し
て
い
る
段
が
あ
る
（
（4
・
（5
段
）。「
夜
景
」

の
、「
驚
飛
不
遠
一
齊
去 
過
箇
蘆
叢
落
水
聲
（
驚
飛 

遠
か
ら
ず 

一
齊
に
去

る 

箇
の
蘆
叢
を
過
て 

水
に
落
る
聲
あ
り
）」
の
転
結
二
句
を
「
流
麗
」「
新
裁

を
出
す
」
と
い
う
。
こ
の
二
句
は
唐
の
杜
牧
の
「
鷺
�
」
の
転
結
「
驚
飛
遠
映

碧
山
去 

一
樹
梨
花
落
晩
風
（
驚
飛 
遠
く
碧
山
に
映
じ
て
去
り 

一
樹
の
梨

花 

晩
風
に
落
つ
）」
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
遠
く
飛
び
去
る
鷺
が
梨
の
白
い
花
が

舞
う
視
覚
的
な
原
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
鷺
は
遠
く
へ
は
行
か
な
か
っ
た

の
が
近
く
の
水
音
で
わ
か
る
と
い
う
聴
覚
的
な
句
に
変
え
た
。
言
葉
は
似
て
い

て
も
現
象
も
感
覚
も
全
く
異
な
る
世
界
に
仕
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
梅
外

が
、
陳
簡
齋
の
「
柳
絮
」
の
詩
、「
顛
狂
還
作
高
千
尺 

風
力
微
時
穏
下
来
（
顛

狂 

還
て
高
さ
千
尺
を
作
し 

風
力 

微
な
る
時 

穏
に
下
り
来
る
）」
を
「
蒲
公

英
（
た
ん
ぽ
ぽ
）」
の
詩
と
し
て
、「
欲
落
還
颺
二
三
尺 

風
微
緩
渡
野
流
来

（
落
ち
ん
と
欲
し
て
還
た
颺
る
二
三
尺 

風
微
に
し
て
緩
く
野
流
を
渡
り
来
る
）」

と
し
た
の
を
「
能
く
點
化
の
妙
を
得
た
り
」
と
し
た
。
柳
絮
を
タ
ン
ポ
ポ
に
、

千
尺
を
二
三
尺
に
、
下
る
を
渡
る
と
し
て
全
く
別
物
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
詩

佛
自
身
も
同
じ
手
法
で
、
最
前
の
杜
牧
の
「
鷺
」
の
詩
、「
一
樹
梨
花
落
晩
風

（
一
樹
の
梨
花 

晩
風
に
落
つ
）」
を
反
用
し
て
、「
棣
棠
花
（
や
ま
ぶ
き
）
を
咏

ず
」
詩
「
幾
雙
黄
蝶
落
風
前
（
幾
雙
の
黄
蝶 

風
前
に
落
つ
）」
と
し
た
と
い
う
。

鷺
が
舞
う
の
を
梨
の
花
に
例
え
た
の
に
対
し
、
逆
に
花
が
舞
う
の
を
蝶
に
例
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
庭
の
紅
梅
に
白
い
花
が
咲
い
た
時
に
、
そ
の
梅
を
詩
佛
が
楊
貴
妃
の

姉
「
�
國
夫
人
」
に
喩
え
て
「
偸
卸
紅
粧
試
舊
姿
（
偸
に
紅
粧
を
卸
し
て
舊
姿

を
試
む
）」
の
句
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
師
の
山
本
北
山
に
「
�
國
は
淫
行
の
女

子
。
以
て
梅
花
の
清
白
に
比
す
べ
か
ら
ず
」
と
叱
正
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
詩
佛
に
し
て
み
れ
ば
実
は
「
�
國
夫
人
」
を
梅
に
例
え
る
の
が
點

化
の
妙
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
詩
、
例
え
ば
『
三
体
詩
』
張
�
「
集
靈

台
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
�
國
夫
人
の
詩
は
、
美
貌
を
誇
り
傲
慢
に
振
る

舞
っ
た
こ
と
を
描
く
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
詩

は
『
詩
聖
堂
詩
話
』『
詩
聖
堂
百
絶
』
の
双
方
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
自
信

作
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
點
化
の
妙
を
得
た
詩
佛
や
梅
外
の
詩
句
に
対
し
て
、『
詩
話
』
で

紹
介
さ
れ
る
詩
佛
か
ら
見
て
新
進
の
詩
人
た
ち
の
句
は
未
だ
に
『
卜
居
集
』
の

位
相
を
出
て
い
な
い
。
山
田
櫻
宇
「
春
日
晏
起
」
の
「
暖
被
醒
来
初
轉
枕 

満

窓
花
影
午
鶏
聲
（
暖
被 

醒
め
来
て
初
て
枕
を
轉
ず
れ
ば 

満
窓 

花
影 

午
鶏
の

聲
）
な
ど
は
、
范
成
大
「
四
時
田
園
雑
興
」
の
「
柳
花
深
巷
午
鶏
聲
。
桑
葉
尖

新
緑
未
成
。
坐
睡
覚
来
無
一
事
。
満
窓
晴
日
看
蠶
生
。」
と
語
彙
を
共
通
す
る

習
作
的
作
品
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
井
董
堂
「
夏
日
田
園
」
の
「
村
村
麦
熟

小
豊
年
（
村
村 

麦
熟
す 

小
豊
年
）」
も
范
成
大
「
夏
日
田
園
雑
興
」
に
「
小

豊
年
」
の
語
が
あ
る
。
珍
し
い
女
流
詩
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
木
端
人
の
妻
、

順
姑
に
「
春
曉
」
の
作
が
あ
る
。
そ
の
詩
、「
昨
夜
庭
前
風
雨
過 

朝
暾
紅
映
碧

窓
紗 
黄
�
百
囀
眠
初
醒 

獨
對
海
棠
看
落
花
（
昨
夜 

庭
前 

風
雨
過
ぐ 

朝
暾

の
紅
は
碧
窓
紗
に
映
ず 

黄
�
百
囀 

眠
初
て
醒
む 

獨
り
海
棠
に
對
し
て 

落
花
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を
看
る
）」
は
唐
の
孟
浩
然
の
あ
ま
り
に
も
名
高
い
「
春
眠 

暁
を
覚
え
ず
」
の

「
春
暁
」
詩
と
ほ
と
ん
ど
同
想
で
あ
る
。
原
詩
を
あ
げ
て
お
く
。「
春
眠
不
覺

曉 

處
處
聞
啼
鳥 

夜
來
風
雨
聲 

花
落
知
多
少
（
春
眠 

曉
を
覺
え
ず 

處
處
に

啼
鳥
を
聞
く 
夜
來 
風
雨
の
聲 

花 

落
つ
る
こ
と
知
ら
ず
多
少
ぞ
）」。

　

こ
の
よ
う
に
詩
佛
や
梅
外
の
よ
う
な
先
端
の
詩
人
た
ち
は
點
化
の
妙
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
詩
作
し
始
め
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
格
下
の
詩
人
た
ち
は
相

変
わ
ら
ず
『
卜
居
集
』
時
の
詩
佛
と
同
じ
位
相
に
い
た
の
で
あ
る
。

四
　『
詩
聖
堂
百
絶
』
の
「
點
化
の
妙
」

　

前
項
で
見
た
『
詩
聖
堂
詩
話
』
は
散
文
な
の
で
詩
が
文
中
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
詩
話
と
は
言
え
、
詩
の
数
は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
見
る
べ
き
は
『
詩
聖
堂

百
絶
』
で
あ
る
。
絶
句
に
限
っ
た
詩
集
な
の
で
律
詩
が
得
意
と
言
わ
れ
る
詩
佛

の
詩
風
を
探
る
に
は
十
分
で
な
い
が
、
古
句
の
受
容
だ
け
を
見
る
に
は
詩
体
は

関
係
な
く
ほ
ぼ
全
詩
体
を
見
る
の
と
同
じ
結
論
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の

詩
佛
の
詩
集
は
他
に
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

古
句
を
利
用
し
た
だ
け
の
素
朴
で
習
作
的
作
品
は
少
な
く
な
る
。
例
え
ば
、

4
詩
「
東
叡
山
看
花
三
首
（
2
）」
の
「
山
後
山
前
一
一
尋
（
山
後
山
前 
一
一　

尋
ぬ
）」
の
「
山
後
山
前
」
の
四
字
句
は
『
訳
注
聯
珠
詩
格
』
盧
玉
川
「
山
中
」

に
「
偶
従
山
後
到
山
前
（
偶
た
ま
山
後
よ
り
山
前
に
到
る
）」
に
依
っ
て
い
よ

う
し
、「
不
知
身
已
在
深
林
（
知
ら
ず 

身
は
已
に
深
林
に
在
る
こ
と
を
）」
の

表
現
は
范
成
大
「
入
崇
寧
界
（
崇
寧
界
に
入
る
）」
に
「
不
知
身
已
在
彭
州
」

の
句
が
あ
る
の
を
始
め
慣
用
的
と
も
言
え
る
表
現
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
転
用
と
言
え
る
も
の
が
多
く
な
る
。
2
詩
「
看
梅
歸
途
遇

雨
（
梅
を
看
て
帰
途
、
雨
に
遇
ふ
）」
の
「
好
将
微
濕
健
梅
花
（
好
し 

微
湿
を

将
て 

梅
花
を
健
に
せ
ん
）」
の
「
健
梅
花
」
の
三
字
句
は
楊
誠
齋
「
春
寒
絶

句
」
に
「
半
點
輕
寒
健
牡
丹
（
半
点
の
軽
寒
、
牡
丹
を
健
に
す
）」
の
句
が
あ

り
、
こ
の
楊
誠
齋
詩
は
後
に
詩
佛
と
菊
池
五
山
編
の
『
広
三
大
家
絶
句
』
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
健
梅
花
」
の
句
は
比
較
的
珍
し
い
語
法
で
「
健
牡
丹
」

に
学
ん
だ
か
ら
可
能
に
な
っ
た
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
対
象
も

詩
の
世
界
も
全
く
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
。

　

9
詩
「
初
夏
園
中
即
事
三
首
」「
閏
年
不
覺
黄
楊
退 

只
有
詩
思
減
幾
分
（
閏

年 

覚
え
ず 

黄
楊
の
退
く
を 

只
だ
詩
思
の
幾
分
を
減
ず
る
有
り
）」
は
難
解
の

句
だ
が
、「
黄
楊
退
」
は
禅
語
で
、
黄
楊
木
禅
と
い
い
、
黄
楊
は
も
と
も
と
成

長
が
遅
い
が
、
閏
年
は
か
え
っ
て
縮
小
す
る
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
の
閏
年
は
、

寛
政
十
二
年
と
見
ら
れ
、
閏
四
月
が
あ
っ
た
。
詩
に
は
現
れ
な
い
テ
ー
マ
で
あ

る
が
、
楊
誠
齋
「
九
日
菊
未
花
」
に
「
舊
説
黄
楊
厄
閏
年
（
舊
と
説
く
、
黄
楊
、

閏
年
に
厄
す
と
）」（
厄
は
伸
び
る
の
を
阻
ま
れ
る
意
）
と
あ
る
の
を
受
容
し
た

と
見
ら
れ
る
。
内
容
は
や
は
り
別
に
な
っ
て
い
て
、
閏
年
な
の
に
黄
楊
の
縮
む

の
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

53
詩
「
送
佐
藤
大
道
西
遊
（
佐
藤
大
道
の
西
遊
す
る
を
送
る
。）」
の
「
五
千

里
外
行
遊
客 

八
九
月
交
歸
去
期
（
五
千
里
の
外 

行
遊
の
客 

八
九
月
の
交　

帰
去
の
期
）」
は
非
常
に
名
高
い
白
居
易
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
独
直
対
月
憶

元
九
」
の
前
聯
「
三
五
夜
中
新
月
色 

二
千
里
外
故
人
心
（
三
五
夜
中 

新
月
の

色 
二
千
里
外 

故
人
の
心
）」
の
転
用
で
あ
る
。
佐
藤
大
道
は
一
斎
で
こ
の
時

の
詩
に
「
三
千
里
外
獨
遊
人
（
三
千
里
外 

獨
遊
の
人
）」
の
句
が
あ
る
。
こ
れ

な
ど
は
原
詩
が
有
名
す
ぎ
る
詩
な
の
で
普
通
の
転
用
が
詩
の
表
現
の
手
段
と
し
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て
な
の
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
転
用
す
る
か
が
詩
の
見
せ
場
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
簡
単
な
転
用
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
最
後
に
、『
卜
居
集
』
に
は
見
ら
れ
ず
『
詩
聖
堂
百
絶
』
だ
け
に
見
ら

れ
る
よ
り
複
雑
な
転
用
や
逆
用
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
は
（（
詩
「
初
夏
園
中
即
事
三
首
（
3
）」
の
「
簾
影
参
差
日
欲
斜 

學
飛

燕
子
傍
檐
牙 

東
君
不
敢
収
春
去 
猶
剰
薔
薇
一
架
花
（
簾
影 

参
差
と
し

て 

日 

斜
な
ら
ん
と
欲
す 

飛
ぶ
を
学
ぶ
燕
子 

檐
牙
に
傍
ふ 

東
君 

敢
て
春
を

収
め
去
ら
ず 

猶
ほ
剰
す 

薔
薇 

一
架
の
花
）」
の
「
薔
薇
一
架
」
で
あ
る
。
こ

の
原
詩
は
唐
・
高
駢
「
山
亭
夏
日
」
で
あ
ろ
う
。「
一
架
薔
薇
満
院
香
（
一
架

の
薔
薇
、
満
院
香
し
）」
の
句
が
あ
る
。
原
詩
で
は
夏
日
だ
が
山
亭
で
も
あ
り

満
院
に
香
っ
て
い
る
薔
薇
の
一
架
の
花
で
あ
る
が
、
詩
佛
詩
で
は
春
の
神
の
東

君
が
初
夏
だ
と
い
う
の
に
ま
だ
去
ら
ず
に
一
架
の
薔
薇
の
花
が
咲
き
残
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
同
じ
現
象
に
な
る
が
過
程
が
異
な
っ
て
い

る
。

　

30
詩
「
新
寒
」「
一
味
新
寒
未
慣
身 

綿
衣
重
着
起
清
晨 

通
宵
下
盡
満
庭

葉 

又
得
茶
爐
半
日
薪
（
一
味
の
新
寒 

未
だ
身
に
慣
れ
ず 

綿
衣 

重
ね
着

て 

清
晨
に
起
く 

通
宵 

下
り
尽
す 

満
庭
の
葉 

又 

茶
炉
半
日
の
薪
を
得
た

り
）」
の
結
句
は
、
唐
・
李
渉
「
題
鶴
林
寺
」
の
結
句
「
又
得
浮
生
半
日
閑

（
又
た
得
た
り
、
浮
生
半
日
の
閑
）」
を
、
句
の
構
造
は
そ
の
ま
ま
に
原
詩
の
閑

適
の
内
容
を
日
常
卑
俗
で
具
体
的
な
薪
と
い
う
物
に
転
用
し
、
李
渉
は
閑
を
得

た
け
れ
ど
も
自
分
は
薪
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
原
詩
の
面
影
を
利
用
し
て

表
面
的
な
意
義
と
の
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
て
一
種
の
諧
謔
味
を
出
す
と
い
う
高
度

な
技
法
に
な
る
。
単
に
落
ち
葉
を
集
め
て
薪
を
得
た
と
い
う
意
味
内
容
を
伝
え

る
だ
け
の
句
だ
っ
た
ら
凡
庸
な
詩
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

4（
詩
「
偶
成
」「
半
庭
殘
月
凍
窓
紗 

衾
薄
春
寒
暁
更
加 

自
覺
詩
情
零
落

盡 

近
来
不
復
夢
梅
花
（
半
庭
の
残
月 

窓
紗
に
凍
る 

衾 

薄
う
し
て 

春

寒 

暁 

更
に
加
ふ 

自
ら
覚
ゆ 

詩
情
の
零
落
し
尽
る
を 

近
来 

復
た
梅
花
を
夢

み
ず
）」
の
「
近
来
不
復
夢
梅
花
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
が
詩
で
は
な
く

『
論
語
』
で
あ
る
。
述
而
篇
に
「
子
曰
、
甚
矣
。
吾
衰
也
。
久
矣
、
吾
不
復
夢

見
周
公
也
（
子
曰
は
く
、
甚
し
い
か
な
、
吾
が
衰
ろ
え
た
る
や
。
久
し
、
吾
れ

復
た
夢
に
周
公
を
見
ず
。）」
と
あ
る
の
を
詩
に
転
用
し
た
。
夢
み
る
内
容
が
周

公
と
梅
花
で
は
全
く
異
な
る
が
、
孔
子
が
生
真
面
目
に
古
の
聖
人
を
思
う
強
さ

を
、
風
流
人
が
梅
花
を
思
う
強
さ
に
転
用
し
た
の
で
あ
り
、
嘆
き
を
表
現
し
つ

つ
も
や
は
り
諧
謔
の
味
が
出
る
。
同
じ
く
論
語
の
表
現
を
利
用
し
た
詩
が
『
卜

居
集
』
に
あ
る
。「
山
居
」
9（
詩
の
「
桒
樞
處
士
名
元
憲 

陋
巷
先
生
姓
舊

顔 

此
意
尤
欣
古
人
在 

世
榮
於
我
復
何
關
（
桒
樞
の
處
士 

名
は
元
と
憲 

陋
巷

の
先
生 

姓
は
舊
と
顔 

此
の
意 

尤
も
欣
ぶ 

古
人
の
在
る
こ
と
を 

世
榮 

我
に

於
て 

復
た
何
ぞ
關
ら
ん
）」
で
あ
る
。「
桒
樞
」
は
貧
居
の
喩
え
で
こ
れ
は

『
論
語
』
で
は
な
く
『
莊
子
』
雜
篇
・
讓
王
「
原
憲
居
魯
…
桑
以
為
樞
」
の
表

現
だ
が
、「
陋
巷
」
は
う
ら
だ
な
の
意
で
、『
論
語
』
雍
也
「
賢
哉
、
回
也
。
一

簞
食
、
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
。」
か
ら
来
て
い
る
。「
世
榮
」
も
「
不
義
而
富
且
貴
、

於
我
如
浮
雲
。」（『
論
語
』
述
而
）
と
同
じ
意
に
用
い
た
も
の
だ
。『
論
語
』
そ

の
ま
ま
に
清
貧
の
表
現
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
「
夢
梅

花
」
が
點
化
の
妙
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
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他
に
本
来
と
反
対
や
違
う
意
味
に
な
る
逆
用
と
し
て
は
、
（2
詩
「
觀
碁
五
首

（
碁
を
観
る　

五
首
）」
の
「
為
消
晝
倦
出
茅
茨 

便
是
閑
人
無
事
時 

自
笑
機
心

未
灰
盡 
却
過
竹
院
又
觀
棋
（
昼
倦
を
消
す
る
が
為
に 

茅
茨
を
出
づ 

便
ち
是

れ 

閑
人 

無
事
の
時 

自
ら
笑
ふ 

機
心
の
未
だ
灰
し
尽
き
ざ
る
を 

却
て
竹
院

に
過
て 

又 

棋
を
観
る
）」
の
「
却
過
竹
院
又
觀
棋
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
前
述

の
唐
・
李
渉
「
題
鶴
林
寺
」
の
「
因
過
竹
院
逢
僧
話
、
又
得
浮
生
半
日
閑
。

（
竹
院
を
過
て
僧
に
逢
て
話
す
に
因
て
、
又
た
得
た
り
、
浮
生
半
日
の
閑
。）」

が
原
詩
で
あ
る
。「
却
」
字
は
、
竹
院
を
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
李
渉
は
閑
を

得
た
が
自
分
は
逆
に
囲
碁
な
ど
を
見
て
忙
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
あ
る
。
こ
れ
も
前
の
詩
の
薪
を
得
た
と
い
う
の
と
同
じ
効
果
だ
が
、
こ
の
場

合
、
ず
れ
で
は
な
く
全
く
正
反
対
の
意
味
と
し
て
む
し
ろ
原
詩
の
意
味
を
逆
に

生
か
し
て
い
る
。

　

以
上
、
古
句
と
意
味
を
ず
ら
し
て
別
の
効
果
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
「
點
化
の
妙
」
と
言
え
る
工
夫
の
凝
ら
さ
れ
た
転
用
で
あ
る
。
意
味
を
変

え
て
用
い
る
だ
け
で
な
く
原
詩
の
意
味
を
も
利
用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
逆
の
意

味
や
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
技
巧
的
な
古
句
の
利
用
法
で
、
技
術
的
に
は
高
い
レ
ベ

ル
の
表
現
と
言
え
よ
う
。

五
　
結
び

　

本
稿
で
は
大
窪
詩
佛
が
『
卜
居
集
』
か
ら
『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
か
け
て
古
句

の
受
容
の
仕
方
を
意
識
的
に
進
展
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
そ
れ
は
詩

の
表
現
の
上
に
明
確
に
表
れ
て
お
り
、
詩
人
個
人
と
し
て
は
習
作
期
を
抜
け
出

し
自
己
の
詩
風
を
確
立
さ
せ
て
い
く
階
梯
を
一
つ
昇
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
點
化
の
妙
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
転
用
や
逆
用
に
よ
っ
て
自
詩
の
表
現
に
古

句
を
取
り
込
み
、
表
現
を
多
彩
に
し
て
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
自
在
に
個
性
を

発
揮
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
詩
佛
の
表
現
の
変
化
と
い
う
の
は
、
や
は
り
詩
壇
、
あ
る
い
は
流

派
的
展
開
で
は
な
く
、
詩
人
と
し
て
習
作
期
か
ら
熟
達
の
詩
人
へ
至
る
展
開
で

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
古
句
受
容
が
比
較
的
に
宋
詩
に
偏
っ
て
い

る
な
ど
流
派
的
な
特
徴
も
あ
わ
せ
含
ん
で
い
る
が
、
素
朴
な
詩
語
使
用
か
ら
點

化
の
妙
と
い
う
ま
で
の
様
々
な
段
階
の
詩
人
が
同
流
派
に
同
時
に
併
行
的
に
存

在
す
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
時
代
的
変
化
で
は
な
く
、
熟
達
の
段
階
の
様
々
な

位
相
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
性
霊
派
の
詩
人
と
し
て
ま
た
詠
物
詩
人
と

し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
詩
佛
で
あ
る
が
、
表
現
そ
の
も
の
の
個
性
と
い

う
も
の
も
読
み
と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
（　

拙
稿
「
大
窪
詩
佛
初
期
詩
集
に
み
る
評
語
に
つ
い
て
」『
成
蹊
國
文
』
四
十
四
号　

平
成
二
十
三
年
三
月
刊

※　

本
文
引
用
は
『
卜
居
集
』『
詩
聖
堂
詩
話
』『
詩
聖
堂
百
絶
』『
晩
晴
吟
社
詩
』
は
国
会

図
書
館
本
を
使
用
し
て
私
に
訓
み
下
し
、
詩
集
に
は
便
宜
上
通
し
番
号
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付
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。
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大
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）
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